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問題 平面上の三角形OABに対して，
¡!
OA = ¡!a および

¡!
OB =

¡!
b とし，それぞれの大きさを j¡!a j = a，j

¡!
b j = b

とする。ベクトル ¡!a と
¡!
b の内積を ¡!a ¢

¡!
b = cと表す。定数 ®，¯に対し，¡!a ¢

¡!
OX = ®を満たす平面上の点 X

の集合 `と，
¡!
b ¢
¡!
OY = ¯を満たす平面上の点 Yの集合mとの共通点を考えよう。

次の（ア）には適切な数を，（イ）から（カ）には，a，b，c，®，¯で表された数式を入れて文章が完成させよ。

集合 ` は直線をなす。直線 ` 上の 1 点を P，直線 ` に平行な単位ベクトルを
¡!
` とすると，` 上の点 X は

媒介変数 t を用いて
¡!
OX =

¡!
OP + t

¡!
l と書ける。このとき ¡!a ¢

¡!
` = ア である。これから，

¡!
` =

§ # イ ¡!a + ウ
¡!
b ;となる。また点 Pとして直線OAと直線 `の交点をとると，¡!OX = エ ¡!a +t

¡!
`

と書ける。直線 `とmの共通点を Zとすると
¡!
OZ = オ ¡!a + カ

¡!
b である。
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